
(57)【要約】

【課題】第１に、酸素が十分に供給されて、発酵，分解

，堆肥化が促進され、第２に、温度維持や水分補給も十

分に行われ、この面からも発酵，分解，堆肥化が促進さ

れ、第３に、悪臭や土壌汚染は解消され、第４に、粒の

細かい堆肥を供給可能となり、第５に、人手，メンテナ

ンス，電源，燃料等が不要であり、コスト面等にも優れ

た、植物廃棄物の処理装置を提案する。

【解決手段】この処理装置１は、風力を利用して回転力

を得て駆動用に伝達する風車部３と、風車部３にて駆動

される破砕ローラー１２を備え、投入された植物廃棄物

２を破砕する破砕機４と、風車部３にて駆動される攪拌

用のフィン１８を備え、破砕機４から細かく破砕されて

供給された植物廃棄物２を、攪拌しつつ発酵，分解させ

て堆肥化する発酵機５と、収集された雨水等の水を発酵

機５内の植物廃棄物２に滴下，補給する水補給部６と、

を有してなる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
植 物 廃 棄 物 を 堆 肥 化 す る 処 理 装 置 で あ っ て 、 風 力 を 利 用 し て 回 転 力 を 得 る 風 車 部 と 、 該 風
車 部 に て 駆 動 さ れ 、 該 植 物 廃 棄 物 を 攪 拌 し つ つ 発 酵 ， 分 解 さ せ て 堆 肥 化 す る 発 酵 機 と 、 を
有 し て な る こ と 、 を 特 徴 と す る 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 し た 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 に お い て 、 更 に 、 該 風 車 部 に て 駆 動 さ れ 、 投 入
さ れ た 該 植 物 廃 棄 物 を 破 砕 し て 該 発 酵 機 へ と 供 給 す る 破 砕 機 と 、 水 を 該 発 酵 機 内 の 該 植 物
廃 棄 物 に 補 給 す る 水 補 給 部 と 、 を 有 し て な る こ と 、 を 特 徴 と す る 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 し た 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 で あ っ て 、 該 風 車 部 は 、 自 然 の 風 に て 回 転 す る
プ ロ ペ ラ と 、 該 プ ロ ペ ラ に て 得 ら れ た 回 転 力 を 駆 動 力 と し て 伝 達 す る シ ャ フ ト や 歯 車 と 、
を 備 え て な り 、
該 破 砕 機 は 、 対 を な す 破 砕 ロ ー ラ ー を 備 え 該 植 物 廃 棄 物 を 挟 み 込 ん で 破 砕 し 、 該 発 酵 機 は
、 該 破 砕 機 下 に 上 面 が 開 放 さ れ て 配 設 さ れ る と 共 に 、 断 熱 材 で 覆 わ れ て お り 、 破 砕 さ れ て
落 下 し た 該 植 物 廃 棄 物 を 多 数 の フ ィ ン で 攪 拌 し 、
該 水 補 給 部 は 、 雨 水 を 集 め る 収 集 面 と 、 該 収 集 面 で 収 集 さ れ た 雨 水 の タ ン ク と 、 該 タ ン ク
か ら 供 給 さ れ た 雨 水 を 該 発 酵 機 内 の 該 植 物 廃 棄 物 に 滴 下 さ せ る 滴 下 配 管 と 、 該 タ ン ク か ら
該 滴 下 配 管 に 供 給 さ れ る 雨 水 が 該 植 物 廃 棄 物 の 発 酵 に と っ て 過 剰 と な ら な い よ う 、 流 量 を
設 定 可 能 な 調 整 バ ル ブ と 、 を 備 え て な る こ と 、 を 特 徴 と す る 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 に 関 す る 。 す な わ ち 、 刈 り 草 ， 刈 り 芝 ， 落 ち 葉 ， そ の 他
の 植 物 廃 棄 物 を 、 発 酵 ， 分 解 さ せ て 堆 肥 化 す る 処 理 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 刈 り 草 ， 刈 り 芝 ， 落 ち 葉 ， そ の 他 の 植 物 廃 棄 物 の 堆 肥 化 は 、 次 の よ う に 行 わ れ て い
た 。
す な わ ち 、 屋 外 に お い て 植 物 廃 棄 物 を 、 ま ず → 破 砕 機 に て 破 砕 し た 後 、 → 空 地 に 山 積 み し
、 → 週 １ 回 程 度 の 攪 拌 （ 切 返 し ） を 行 い つ つ 、 → 自 然 発 酵 ， 分 解 さ せ て 堆 肥 化 す る 方 式 が
、 一 般 的 に 採 用 さ れ て い た 。
な お 、 破 砕 や 攪 拌 （ 切 返 し ） は 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン や 電 動 モ ー タ を 使 用 し て 行 わ れ て お
り 、 電 動 モ ー タ の 場 合 は 、 電 源 線 （ 電 灯 線 ） ， バ ッ テ リ ー ， 発 電 機 等 が 利 用 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
《 第 １ の 問 題 点 》
と こ ろ で 、 こ の よ う な こ の 種 従 来 例 の 堆 肥 化 方 式 に つ い て は 、 次 の 問 題 が 指 摘 さ れ て い た
。 第 １ に 、 酸 素 不 足 に よ り 発 酵 ， 分 解 ， 堆 肥 化 に 時 間 が か か る 、 と い う 問 題 が 指 摘 さ れ て
い た 。
す な わ ち 、 上 述 し た こ の 種 従 来 例 の 堆 肥 化 方 式 で は 、 山 積 み さ れ た 植 物 廃 棄 物 に つ い て 、
攪 拌 （ 切 返 し ） 不 足 と な り 易 く 、 → も っ て 、 山 積 み さ れ た 下 部 ・ 内 部 で は 酸 素 が 不 足 し 、
→ 発 酵 を 行 う 微 生 物 、 特 に 好 気 性 微 生 物 の 活 動 ， 増 殖 が 鈍 く な り 、 → 発 酵 ， 分 解 が 進 展 せ
ず 、 → 堆 肥 化 に 時 間 ・ 日 数 が か か る 、 と い う 指 摘 が あ っ た 。
例 え ば 降 雨 時 に は 、 雨 水 が 、 山 積 み さ れ た 植 物 廃 棄 物 の 下 部 ・ 内 部 ま で は 浸 透 せ ず に 、 外
部 ・ 外 側 に 溜 ま っ て 、 下 部 ・ 内 部 へ の 通 気 孔 を 塞 い で し ま い 、 酸 素 不 足 の 問 題 が 顕 著 化 し
て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
《 第 ２ の 問 題 点 》
第 ２ に 、 温 度 面 や 水 分 面 が ネ ッ ク と な り 、 発 酵 ， 分 解 ， 堆 肥 化 に 時 間 が か か る 、 と い う 問
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題 も 指 摘 さ れ て い た 。 こ の 種 従 来 例 の 堆 肥 化 方 式 で は 、 上 述 し た 酸 素 面 の 問 題 と 共 に 、 温
度 面 や 水 分 面 の 問 題 も 提 起 さ れ て い た 。
ま ず 温 度 面 に つ い て は 、 → 発 酵 の 進 行 に 伴 い 、 植 物 廃 棄 物 の 温 度 は 、 例 え ば ６ ０ ℃ 程 度 に
ま で 必 須 的 に 上 昇 す る が 、 → こ の 種 従 来 例 の 堆 肥 化 方 式 で は 、 屋 外 の た め 特 に 冬 場 は そ の
温 度 維 持 が 困 難 で あ り 、 → も っ て 、 発 酵 を 行 う 微 生 物 の 活 動 ， 増 殖 が 鈍 く な り 、 → 発 酵 ，
分 解 が ス ム ー ズ に 進 展 せ ず 、 停 止 し て し ま う 虞 さ え あ り 、 → 結 局 、 堆 肥 化 に 時 間 ・ 日 数 が
か か る 、 と い う 指 摘 が あ っ た 。
又 、 水 分 面 に つ い て は 、 → 植 物 廃 棄 物 中 に は 元 々 水 分 量 が 少 な い が 、 → 発 酵 に 伴 う 温 度 上
昇 に よ り 、 植 物 廃 棄 物 中 か ら 水 分 が 蒸 発 し て し ま い 、 → も っ て 、 こ の 面 か ら も 微 生 物 の 活
動 ， 増 殖 が 鈍 く な り 、 停 止 し て し ま う 虞 さ え あ り 、 → 結 局 、 発 酵 ， 分 解 ， 堆 肥 化 に 時 間 ・
日 数 が か か る 、 と い う 指 摘 が あ っ た 。
な お 雨 水 は 、 山 積 み さ れ た 植 物 廃 棄 物 の 下 部 ・ 内 部 ま で は 、 浸 透 し に く く 、 も っ て 従 来 は
、 切 返 し 時 に 水 の 補 給 が 実 施 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
《 第 ３ の 問 題 点 》
第 ３ に 、 悪 臭 や 土 壌 汚 染 の 問 題 も 指 摘 さ れ て い た 。 す な わ ち 、 前 述 し た こ の 種 従 来 例 の 堆
肥 化 方 式 で は 、 攪 拌 （ 切 返 し ） 不 足 と な り 易 く 、 → 山 積 み さ れ た 植 物 廃 棄 物 の 下 部 ・ 内 部
で は 、 酸 素 不 足 と な り 易 い が 、 → こ れ に よ り 、 嫌 気 性 微 生 物 の 活 動 が 活 発 化 し て い た 。
そ こ で 、 → 増 殖 し た 嫌 気 性 微 生 物 が 、 乳 酸 等 の 有 機 酸 を 生 成 し 、 → も っ て 、 臭 気 （ ゴ ミ の
臭 い ） が ひ ど い と 共 に 、 農 作 物 へ の 悪 影 響 が 懸 念 さ れ て い た 。 → そ こ で 別 途 、 こ れ ら へ の
対 策 を 講 じ る 必 要 が あ っ た 。
例 え ば 降 雨 時 に は 、 前 述 し た よ う に 雨 水 が 外 部 ・ 外 側 に 溜 ま っ て 通 気 孔 を 塞 い で し ま い 、
下 部 ・ 内 部 の 酸 素 不 足 が 顕 著 化 し 、 も っ て 嫌 気 性 微 生 物 の 活 動 が 活 発 化 す る 、 と い う 指 摘
が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
《 第 ４ の 問 題 点 》
第 ４ に 、 粒 の 細 か い 堆 肥 が 得 ら れ な い 、 と い う 問 題 が 指 摘 さ れ て い た 。 す な わ ち 、 前 述 し
た こ の 種 従 来 例 の 堆 肥 化 方 式 に あ っ て は 、 → 上 述 し た よ う に 、 攪 拌 不 足 そ し て 下 部 ・ 内 部
の 酸 素 不 足 に 起 因 し て 、 嫌 気 性 微 生 物 の 活 動 活 発 化 の 問 題 が あ る の で 、 → 事 前 の 破 砕 機 に
よ る 破 砕 に 際 し 、 植 物 廃 棄 物 を 細 か く 破 砕 す る こ と が で き な か っ た 。
も し も 細 か く 破 砕 す る と 、 → 攪 拌 不 足 と 合 い ま っ て 下 部 ・ 内 部 へ の 通 気 性 が 非 常 に 悪 く な
り 、 嫌 気 性 微 生 物 の 活 動 ， 増 殖 が 一 段 と 助 長 さ れ て し ま う こ と に な る 。 → そ こ で 植 物 廃 棄
物 は 、 従 来 、 粒 が 大 き 目 に 破 砕 さ れ 、 → も っ て 、 粒 が 大 き 目 の 堆 肥 と さ れ て お り 、 → 堆 肥
と し て の 使 用 に 際 し 、 種 々 の 不 具 合 や ク レ ー ム が 報 告 さ れ て い た 。
例 え ば 、 ゴ ル フ 場 の フ ェ ア ウ ェ イ に 散 布 し た 場 合 、 芝 目 に 入 り 込 み に く く 、 見 た 目 も 悪 い
、 と い う 苦 情 も 寄 せ ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
《 第 ５ の 問 題 点 》
第 ５ に 、 人 手 ， メ ン テ ナ ン ス ， 電 源 ， 燃 料 等 を 要 し 、 コ ス ト 面 に 問 題 が あ る と 共 に 、 騒 音
や 排 ガ ス 問 題 も 指 摘 さ れ て い た 。
す な わ ち 、 こ の 種 従 来 例 の 堆 肥 化 方 式 で は 、 破 砕 ， 山 積 み ， 攪 拌 ， 水 補 給 等 の 各 工 程 毎 に
、 人 手 が 必 要 で あ り 人 的 コ ス ト が か さ む 、 と い う 問 題 が あ っ た 。
更 に 、 破 砕 や 攪 拌 に 際 し て は 、 通 常 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン や 電 動 モ ー タ が 使 用 さ れ て お り
、 そ の 駆 動 用 と し て 発 電 機 ， バ ッ テ リ ー ， 電 源 線 ， 燃 料 油 等 が 必 要 で あ り 、 設 備 コ ス ト や
用 益 コ ス ト が か さ む 、 と い う 指 摘 が あ っ た 。 メ ン テ ナ ン ス も 、 頻 繁 に 実 施 す る 必 要 が あ っ
た 。
デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン を 使 用 す る 場 合 は 、 騒 音 問 題 や 排 気 ガ ス 問 題 も 指 摘 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
《 本 発 明 に つ い て 》
本 発 明 は 、 こ の よ う な 実 情 に 鑑 み 、 上 記 従 来 例 の 課 題 を 解 決 す べ く な さ れ た も の で あ っ て
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、 風 車 部 ， 破 砕 機 ， 発 酵 機 ， 水 補 給 部 等 を 備 え て な り 、 風 力 を 利 用 し て 植 物 廃 棄 物 を 破 砕
， 攪 拌 す る と 共 に 、 雨 水 等 を 利 用 し て 水 を 補 給 す る シ ス テ ム を 採 用 し た こ と 、 を 特 徴 と す
る 。
も っ て 本 発 明 は 、 第 １ に 、 酸 素 が 十 分 に 供 給 さ れ て 、 発 酵 ， 分 解 ， 堆 肥 化 が 促 進 さ れ 、 第
２ に 、 温 度 維 持 や 水 分 補 給 も 十 分 に 行 わ れ 、 こ の 面 か ら も 、 発 酵 ， 分 解 ， 堆 肥 化 が 促 進 さ
れ 、 第 ３ に 、 悪 臭 や 土 壌 汚 染 は 解 消 さ れ 、 第 ４ に 、 粒 の 細 か い 堆 肥 を 供 給 可 能 と な り 、 第
５ に 、 人 手 ， メ ン テ ナ ン ス ， 電 源 ， 燃 料 等 が 不 要 で あ り 、 コ ス ト 面 等 に も 優 れ た 、 植 物 廃
棄 物 の 処 理 装 置 を 提 案 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
《 各 請 求 項 に つ い て 》
こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 技 術 的 手 段 は 、 次 の と お り で あ る 。 ま ず 、 請 求 項 １ に
つ い て は 次 の と お り 。 す な わ ち 、 請 求 項 １ の 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 は 、 植 物 廃 棄 物 を 堆 肥
化 す る 処 理 装 置 で あ っ て 、 風 力 を 利 用 し て 回 転 力 を 得 る 風 車 部 と 、 該 風 車 部 に て 駆 動 さ れ
、 該 植 物 廃 棄 物 を 攪 拌 し つ つ 発 酵 ， 分 解 さ せ て 堆 肥 化 す る 発 酵 機 と 、 を 有 し て な る こ と を
特 徴 と す る 。
請 求 項 ２ に つ い て は 次 の と お り 。 す な わ ち 、 請 求 項 ２ の 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 は 、 請 求 項
１ に お い て 、 更 に 、 該 風 車 部 に て 駆 動 さ れ 、 投 入 さ れ た 該 植 物 廃 棄 物 を 破 砕 し て 該 発 酵 機
へ と 供 給 す る 破 砕 機 と 、 水 を 該 発 酵 機 内 の 該 植 物 廃 棄 物 に 補 給 す る 水 補 給 部 と 、 を 有 し て
な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ に つ い て は 次 の と お り 。 す な わ ち 、 請 求 項 ３ の 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 は 、 請 求 項
２ に お い て 、 該 風 車 部 は 、 自 然 の 風 に て 回 転 す る プ ロ ペ ラ と 、 該 プ ロ ペ ラ に て 得 ら れ た 回
転 力 を 駆 動 力 と し て 伝 達 す る シ ャ フ ト や 歯 車 と 、 を 備 え て な る 。
該 破 砕 機 は 、 対 を な す 破 砕 ロ ー ラ ー を 備 え 、 該 植 物 廃 棄 物 を 挟 み 込 ん で 破 砕 す る 。 該 発 酵
機 は 、 該 破 砕 機 下 に 上 面 が 開 放 さ れ て 配 設 さ れ る と 共 に 、 断 熱 材 で 覆 わ れ て お り 、 破 砕 さ
れ て 落 下 し た 該 植 物 廃 棄 物 を 多 数 の フ ィ ン で 攪 拌 す る 。
該 水 補 給 部 は 、 雨 水 を 集 め る 収 集 面 と 、 該 収 集 面 で 収 集 さ れ た 雨 水 の タ ン ク と 、 該 タ ン ク
か ら 供 給 さ れ た 雨 水 を 該 発 酵 機 内 の 該 植 物 廃 棄 物 に 滴 下 さ せ る 滴 下 配 管 と 、 該 タ ン ク か ら
該 滴 下 配 管 に 供 給 さ れ る 雨 水 が 該 植 物 廃 棄 物 の 発 酵 に と っ て 過 剰 と な ら な い よ う 、 流 量 を
設 定 可 能 な 調 整 バ ル ブ と 、 を 備 え て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
《 作 用 に つ い て 》
本 発 明 は 、 こ の よ う な 技 術 手 段 よ り な る の で 、 次 の よ う に な る 。 ▲ １ ▼ 植 物 廃 棄 物 は 、 破
砕 機 に 投 入 さ れ 、 そ の 破 砕 ロ ー ラ ー に て 細 か く 破 砕 さ れ る 。
▲ ２ ▼ そ れ か ら 植 物 廃 棄 物 は 、 破 砕 機 下 の 断 熱 材 で 覆 わ れ た 発 酵 機 内 に 落 下 ， 供 給 さ れ 、
そ の フ ィ ン で 攪 拌 さ れ つ つ 、 微 生 物 に よ る 発 酵 ， 分 解 が 開 始 さ れ る 。
▲ ３ ▼ 破 砕 機 や 発 酵 機 は 、 風 車 部 に て 駆 動 さ れ る 。 風 車 部 は 、 風 力 に て 回 転 す る プ ロ ペ ラ
の 回 転 力 を 、 破 砕 機 の 破 砕 ロ ー ラ ー や 発 酵 機 の フ ィ ン に 、 駆 動 力 と し て 伝 達 す る 。
▲ ４ ▼ こ れ と 共 に 、 水 補 給 部 か ら 雨 水 等 の 水 が 、 タ ン ク や 滴 下 配 管 を 経 由 し て 、 植 物 廃 棄
物 に 滴 下 ， 補 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
▲ ５ ▼ さ て 、 植 物 廃 棄 物 を 発 酵 ， 分 解 さ せ る 微 生 物 は 、 そ の 生 育 ， 活 動 ， 増 殖 に 、 酸 素 ，
温 度 ， 水 分 ， 栄 養 等 が 必 要 で あ る 。
そ し て 栄 養 分 は 、 植 物 廃 棄 物 か ら 供 給 さ れ る 。 酸 素 は 、 風 車 部 に て 回 転 力 が 得 ら れ て い る
限 り 、 発 酵 機 の フ ィ ン が 駆 動 さ れ 植 物 廃 棄 物 を 攪 拌 す る こ と に よ り 、 供 給 さ れ る 。
▲ ６ ▼ 発 酵 が 進 む と 温 度 が 上 昇 す る が 、 発 酵 機 が 断 熱 材 で 覆 わ れ て い る の で 、 上 昇 し た 温
度 は 維 持 さ れ る 。 又 、 こ の 温 度 上 昇 に よ り 、 植 物 廃 棄 物 の 水 分 が 蒸 発 す る が 、 水 補 給 部 に
て 雨 水 等 の 水 が 滴 下 ， 補 給 さ れ る 。
こ の よ う に 各 条 件 が 満 た さ れ る の で 、 発 酵 機 内 で 微 生 物 の 活 動 ， 増 殖 が 活 発 化 し 、 植 物 廃
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棄 物 の 発 酵 ， 分 解 ， 堆 肥 化 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
▲ ７ ▼ 発 酵 機 に は 、 酸 素 が 十 分 に 供 給 さ れ る 。 そ こ で 、 嫌 気 性 微 生 物 の 活 動 が 活 発 化 す る
こ と は な く 、 乳 酸 等 の 弊 害 を も た ら す 有 機 酸 の 生 成 も 、 抑 制 さ れ る 。
▲ ８ ▼ 発 酵 機 に は 酸 素 が 供 給 さ れ 、 嫌 気 性 微 生 物 の 活 動 が 抑 制 さ れ る の で 、 破 砕 機 に お い
て 、 植 物 廃 棄 物 を 通 気 性 が 乏 し く な る 程 度 ま で 細 か く 破 砕 し て 、 発 酵 機 に 供 給 し て も よ く
、 粒 の 細 か い 堆 肥 が 供 給 可 能 と な る 。
▲ ９ ▼ こ の 処 理 装 置 は 、 風 車 部 、 破 砕 機 、 発 酵 機 、 水 補 給 部 等 よ り な り 、 植 物 廃 棄 物 を 破
砕 機 に 投 入 す る だ け で 、 後 は 人 手 を 介 す る こ と な く 、 自 動 的 に 堆 肥 化 が 実 現 さ れ る 。 メ ン
テ ナ ン ス の 頻 度 も 低 い 。 又 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン や 電 動 モ ー タ を 使 用 し な い の で 、 発 電 機
， バ ッ テ リ ー ， 電 源 ， 燃 料 等 も 不 用 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
《 図 面 に つ い て 》
以 下 本 発 明 を 、 図 面 に 示 す 発 明 の 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 、 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ ， 図 ２ は
、 本 発 明 に 係 る 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 の 実 施 の 形 態 の 説 明 に 供 す る 。
そ し て 、 図 １ は 正 断 面 説 明 図 、 図 ２ は 側 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
《 処 理 装 置 １ の 概 要 に つ い て 》
こ の 植 物 廃 棄 物 ２ の 処 理 装 置 １ は 、 植 物 廃 棄 物 ２ を 発 酵 に よ り 分 解 し て 、 堆 肥 化 す る 。
そ し て 処 理 装 置 １ は 、 屋 外 に 設 置 さ れ る と 共 に 、 風 車 部 ３ ， 破 砕 機 ４ ， 発 酵 機 ５ ， 水 補 給
部 ６ 等 を 、 備 え て な る 。 以 下 、 こ れ ら に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
《 風 車 部 ３ に つ い て 》
ま ず 、 風 車 部 ３ に つ い て 述 べ る 。 風 車 部 ３ は 、 風 力 を 利 用 し て 回 転 力 を 得 る よ う に な っ て
お り 、 自 然 の 風 に て 回 転 す る プ ロ ペ ラ ７ と 、 プ ロ ペ ラ ７ に て 得 ら れ た 回 転 力 を 駆 動 力 と し
て 伝 達 す る シ ャ フ ト ８ ， ９ や 歯 車 １ ０ 等 、 を 備 え て な る 。
す な わ ち 、 風 車 部 ３ の プ ロ ペ ラ ７ は 、 例 え ば ２ 枚 や ３ 枚 程 度 用 い ら れ 、 ハ ブ １ １ を 介 し 横
シ ャ フ ト ８ の 一 端 に 、 縦 に 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 横 シ ャ フ ト ８ は 、 か さ 歯 車 １ ０ を 介 し
、 縦 シ ャ フ ト ９ の 上 端 に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 縦 シ ャ フ ト ９ は 、 中 央 下 位 に お い て 、 か
さ 歯 車 １ ０ を 介 し 破 砕 機 ４ の 破 砕 ロ ー ラ ー １ ２ に 接 続 さ れ る と 共 に 、 下 端 に お い て 、 か さ
歯 車 を 介 し 発 酵 機 ５ の シ ャ フ ト １ ３ に 接 続 さ れ て い る 。
そ こ で 、 自 然 の 風 に て プ ロ ペ ラ ７ が 回 転 す る と 、 発 生 し た 回 転 力 が 、 ハ ブ １ １ ， 横 シ ャ フ
ト ８ ， か さ 歯 車 １ ０ ， 縦 シ ャ フ ト ９ ， か さ 歯 車 １ ０ 等 を 経 由 し て 、 破 砕 機 ４ の 破 砕 ロ ー ラ
ー １ ２ や 発 酵 機 ５ の シ ャ フ ト １ ３ に 、 そ の 駆 動 力 と し て 、 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
又 、 横 シ ャ フ ト ８ や こ れ に 付 設 さ れ た か さ 歯 車 １ ０ は 、 処 理 装 置 １ 全 体 の 最 上 位 に 突 出 位
置 す る と 共 に 、 保 護 カ バ ー た る ナ セ ル １ ４ で 覆 わ れ て お り 、 雨 等 を 原 因 と し た 錆 や 埃 等 に
よ る 動 作 不 良 が 防 止 さ れ て い る 。
又 、 縦 シ ャ フ ト ９ や こ れ に 付 設 さ れ た か さ 歯 車 １ ０ も 、 同 様 の 目 的 に よ り 、 円 筒 状 の 支 柱
１ ５ 内 に 収 納 さ れ て い る 。 支 柱 １ ５ は 、 風 車 部 ３ も 全 体 的 に 保 持 す る 機 能 も 果 た し て お り
、 プ ロ ペ ラ ７ ， ハ ブ １ １ ， 横 シ ャ フ ト ８ ， そ の か さ 歯 車 １ ０ ， ナ セ ル １ ４ ， 尾 翼 １ ６ ， ベ
ア リ ン グ １ ７ 等 を 、 支 え て い る 。
尾 翼 １ ６ は 、 横 シ ャ フ ト ８ の 他 端 に 固 設 さ れ て お り 、 ベ ア リ ン グ １ ７ は 、 ナ セ ル １ ４ と 支
柱 １ ５ 間 に 介 装 さ れ て い る 。 そ こ で 、 尾 翼 １ ６ に 風 が 当 た る と 、 プ ロ ペ ラ ７ が 風 上 方 向 を
向 く よ う に 、 ナ セ ル １ ４ そ し て 横 シ ャ フ ト ８ が 、 ベ ア リ ン グ １ ７ を 利 用 し て 回 転 す る 。
な お 図 示 例 で は 、 １ 本 の 横 シ ャ フ ト ８ や 縦 シ ャ フ ト ９ が 用 い ら れ て い る が 、 勿 論 こ れ に よ
ら ず 、 複 数 本 の 横 シ ャ フ ト ８ や 縦 シ ャ フ ト ９ 、 そ し て 複 数 組 の プ ロ ペ ラ ７ を 用 い る こ と も
可 能 で あ る 。
風 車 部 ３ は 、 こ の よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
《 破 砕 機 ４ に つ い て 》
次 に 、 破 砕 機 ４ に つ い て 述 べ る 。 破 砕 機 ４ は 、 風 車 部 ３ に て 駆 動 さ れ る 、 対 を な す 破 砕 ロ
ー ラ ー １ ２ を 備 え て お り 、 投 入 さ れ た 植 物 廃 棄 物 ２ を 挟 み 込 ん で 破 砕 す る と 共 に 、 破 砕 さ
れ た 植 物 廃 棄 物 ２ を 発 酵 機 ５ へ と 供 給 す る 。
す な わ ち 破 砕 機 ４ は 、 上 部 ほ ど 径 大 と な っ た 略 円 筒 状 ・ 室 状 を な し 、 開 放 さ れ た 上 面 か ら
植 物 廃 棄 物 ２ が 投 入 さ れ る 。 破 砕 機 ４ の 下 部 内 に は 、 １ 対 の 破 砕 ロ ー ラ ー １ ２ が 横 設 さ れ
、 対 向 配 設 さ れ て い る 。 破 砕 ロ ー ラ ー １ ２ の 一 端 は 、 風 車 部 ３ の 縦 シ ャ フ ト ９ に 、 か さ 歯
車 １ ０ を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、 軸 廻 り の 回 転 駆 動 力 が 伝 達 さ れ る 。
投 入 さ れ た 植 物 廃 棄 物 ２ は 、 破 砕 ロ ー ラ ー １ ２ の 表 面 に 形 成 さ れ た 周 突 状 間 へ と 落 下 し 、
挟 み 込 ま れ て 通 過 す る こ と に よ り 細 か く 破 砕 さ れ 、 も っ て 破 砕 機 ４ の 下 面 開 口 か ら 、 発 酵
機 ５ 内 へ と 落 下 ， 供 給 さ れ る 。 被 処 理 対 象 物 で あ る 植 物 廃 棄 物 ２ と し て は 、 刈 り 草 ， 刈 り
芝 ， 落 ち 葉 等 が 代 表 的 で あ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 木 の 枝 等 も 考
え ら れ る 。
破 砕 機 ４ は 、 こ の よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
《 発 酵 機 ５ に つ い て 》
次 に 、 発 酵 機 ５ に つ い て 述 べ る 。 発 酵 機 ５ は 、 破 砕 機 ４ 下 に 上 面 が 開 放 さ れ て 配 設 さ れ る
と 共 に 、 断 熱 材 Ａ で 覆 わ れ て お り 、 破 砕 さ れ て 落 下 し て き た 植 物 廃 棄 物 ２ を 、 風 車 部 ３ に
て 駆 動 さ れ る 多 数 の フ ィ ン １ ８ で 攪 拌 し つ つ 、 発 酵 ， 分 解 さ せ て 堆 肥 化 す る 。
す な わ ち 、 醸 成 槽 た る 発 酵 機 ５ は 、 上 面 が 破 砕 機 ４ の 下 面 開 口 下 に 開 放 さ れ た 容 器 状 ・ 室
状 を な し 、 側 壁 お よ び 下 壁 が 断 熱 材 Ａ で 覆 わ れ て お り 、 図 示 例 で は 、 側 壁 お よ び 下 壁 の 外
殻 内 部 に 断 熱 材 Ａ が 充 填 さ れ て お り 、 側 壁 に 取 出 部 が 付 設 さ れ て い る 。
発 酵 機 ５ の 中 央 に は 、 シ ャ フ ト １ ３ が 横 設 さ れ て お り 、 シ ャ フ ト １ ３ の 一 端 に 、 風 車 部 ３
の 縦 シ ャ フ ト ９ が 、 か さ 歯 車 １ ０ を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、 軸 廻 り の 回 転 駆 動 力 が 伝 達 さ
れ る 。 そ し て シ ャ フ ト １ ３ に は 、 多 数 の フ ィ ン １ ８ が 縦 に 植 設 さ れ て お り 、 細 か く 破 砕 さ
れ て 落 下 ， 供 給 さ れ た 植 物 廃 棄 物 ２ は 、 シ ャ フ ト １ ３ の フ ィ ン １ ８ が 、 回 転 羽 根 状 に 回 転
駆 動 さ れ る こ と に よ り 、 攪 拌 さ れ ， 切 返 さ れ る 。
そ こ で 発 酵 機 ５ 内 に お い て は 、 バ ク テ リ ア 細 菌 そ の 他 の 微 生 物 、 特 に 好 気 性 微 生 物 が 、 発
酵 に よ り 植 物 廃 棄 物 ２ を 酵 素 的 に 分 解 し て 行 き 、 こ こ で は 堆 肥 を 生 成 す る 段 階 ま で の 発 酵
過 程 を 辿 る 。
発 酵 機 ５ は 、 こ の よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
《 水 補 給 部 ６ に つ い て 》
次 に 、 水 補 給 部 ６ に つ い て 述 べ る 。 水 補 給 部 ６ は 、 雨 水 等 の 水 を 発 酵 機 ５ に 補 給 す る 。
そ し て 、 図 示 例 の 水 補 給 部 ６ は 、 雨 水 を 集 め る 収 集 面 １ ９ と 、 収 集 面 １ ９ で 収 集 さ れ た 雨
水 の タ ン ク ２ ０ と 、 タ ン ク ２ ０ か ら 供 給 さ れ た 雨 水 を 発 酵 機 ５ の 植 物 廃 棄 物 ２ に 滴 下 さ せ
る 滴 下 配 管 ２ １ と 、 タ ン ク ２ ０ か ら 滴 下 配 管 ２ １ に 供 給 さ れ る 雨 水 が 植 物 廃 棄 物 ２ の 発 酵
に と っ て 過 剰 と な ら な い よ う 、 流 量 を 設 定 可 能 な 調 整 バ ル ブ ２ ２ と 、 を 備 え て な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま ず 収 集 面 １ ９ は 、 図 示 例 で は 処 理 装 置 １ 全 体 の 屋 根 と し て も 機 能 し て い る 。 収 集 面 １ ９
の 下 部 に は 、 金 網 ２ ３ を 介 し 桶 ２ ４ が 配 設 さ れ て い る 。 そ こ で 、 収 集 面 １ ９ で 集 め ら れ た
雨 水 は 、 金 網 ２ ３ で 、 落 ち 葉 や 埃 等 が 濾 過 さ れ た 後 、 桶 ２ ４ や 配 管 を 介 し 、 よ り 下 位 に 配
設 さ れ た タ ン ク ２ ０ へ と 流 入 す る 。
タ ン ク ２ ０ は 、 下 位 の 供 給 配 管 ２ ５ そ し て 滴 下 配 管 ２ １ に 接 続 さ れ て い る 。 そ こ で 、 タ ン
ク ２ ０ 内 の 雨 水 は 、 供 給 配 管 ２ ５ や 滴 下 配 管 ２ １ を 介 し 、 発 酵 機 ５ 内 の 植 物 廃 棄 物 ２ に 滴
下 さ れ る 。 す な わ ち 、 こ の 水 補 給 部 ６ の 滴 下 配 管 ２ １ は 、 発 酵 機 ５ 内 の 上 部 に 、 １ 本 又 は
複 数 本 が 若 干 傾 斜 し つ つ 延 設 さ れ て お り 、 下 面 に 滴 下 用 の 孔 が 列 設 さ れ て い る 。
又 、 調 整 バ ル ブ ２ ２ は 、 タ ン ク ２ ０ と 滴 下 配 管 ２ １ と の 間 、 つ ま り 供 給 配 管 ２ ５ に 介 装 さ
れ て お り 、 発 酵 に と っ て 過 剰 と な る 雨 水 が 滴 下 さ れ な い よ う に 、 滴 下 用 に 供 給 さ れ る 雨 水
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の 流 量 を 、 人 手 に よ り 予 め 調 整 可 能 と な っ て い る 。 す な わ ち 、 も し も 過 剰 な 雨 水 が 滴 下 さ
れ る と 、 細 か く 破 砕 さ れ た 植 物 廃 棄 物 ２ の 下 部 ・ 内 部 が 窒 息 状 態 と な り 、 好 気 性 微 生 物 の
活 動 が 止 ま り 嫌 気 性 微 生 物 の 活 動 が 活 発 化 し て し ま う の で 、 こ の よ う な 事 態 発 生 を 防 止 す
べ く 、 調 整 バ ル ブ ２ ２ は 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
さ て 雨 水 は 、 こ の よ う な 収 集 面 １ ９ ， タ ン ク ２ ０ ， 滴 下 配 管 ２ １ 等 の 上 下 位 置 関 係 や 、 滴
下 配 管 ２ １ の 傾 斜 に 基 づ き 、 人 力 を 介 す る こ と な く 、 自 然 に 収 集 ， 供 給 ， 滴 下 さ れ る と 共
に 、 そ の 量 が 過 剰 と な ら な い よ う に 予 め 調 整 バ ル ブ ２ ２ に て 調 整 さ れ て い る 。 降 雨 量 が 多
い 時 期 に お い て は 、 雨 水 は 一 旦 タ ン ク ２ ０ に 貯 蔵 さ れ た 後 、 供 給 ， 滴 下 さ れ る が 、 タ ン ク
２ ０ か ら オ ー バ ー フ ロ ー し た 雨 水 は 、 排 水 管 ２ ６ か ら 外 部 へ と 排 出 さ れ る 。
な お 、 図 示 例 の 水 補 給 部 ６ は 、 こ の よ う に 雨 水 を 利 用 し て い た が 、 こ れ に よ ら ず 、 そ の 他
の 各 種 の 水 を 、 滴 下 配 管 ２ １ に よ る 滴 下 用 に 使 用 す る こ と も 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 川 ， 池
， 水 道 ， そ の 他 の 水 を 利 用 す る こ と も 考 え ら れ る 。 な お 、 図 中 ２ ７ は 処 理 装 置 １ の 基 台 フ
レ ー ム で あ る 。
水 補 給 部 ６ は 、 こ の よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
《 作 用 等 に つ い て 》
本 発 明 に 係 る 植 物 廃 棄 物 ２ の 処 理 装 置 １ は 、 以 上 説 明 し た よ う に 構 成 さ れ て い る 。 そ こ で
、 以 下 の よ う に な る 。
▲ １ ▼ 収 集 さ れ た 植 物 廃 棄 物 ２ は 、 人 手 に て 、 破 砕 機 ４ に 投 入 さ れ る 。 破 砕 機 ４ は 、 対 を
な す 破 砕 ロ ー ラ ー １ ２ を 備 え て お り 、 投 入 さ れ た 植 物 廃 棄 物 ２ を 挟 み 込 ん で 、 細 か く 破 砕
す る 。
▲ ２ ▼ 細 か く 破 砕 さ れ た 植 物 廃 棄 物 ２ は 、 破 砕 機 ４ 下 に 上 面 が 開 放 さ れ て 配 設 さ れ た 発 酵
機 ５ 内 に 、 順 次 落 下 ， 供 給 さ れ る 。 そ し て 植 物 廃 棄 物 ２ は 、 断 熱 材 Ａ で 覆 わ れ た 発 酵 機 ５
内 に お い て 、 フ ィ ン １ ８ で 攪 拌 さ れ つ つ 、 微 生 物 に よ る 発 酵 ， 分 解 が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
▲ ３ ▼ と こ ろ で 、 破 砕 機 ４ お よ び 発 酵 機 ５ は 、 風 力 を 利 用 し て 回 転 力 を 得 る 風 車 部 ３ に て
、 駆 動 さ れ る 。
す な わ ち 風 車 部 ３ は 、 自 然 の 風 に て 回 転 す る プ ロ ペ ラ ７ の 回 転 力 を 、 横 シ ャ フ ト ８ ， 縦 シ
ャ フ ト ９ ， か さ 歯 車 １ ０ 等 を 介 し 、 破 砕 機 ４ や 発 酵 機 ５ に 対 し 、 そ の 駆 動 力 と し て 伝 達 す
る 。 も っ て 、 破 砕 機 ４ の 破 砕 ロ ー ラ ー １ ２ や 発 酵 機 ５ の フ ィ ン １ ８ が 、 回 転 駆 動 さ れ る 。
▲ ４ ▼ こ れ と 共 に 水 補 給 部 ６ に て 、 水 が 発 酵 機 ５ 内 の 植 物 廃 棄 物 ２ に 、 補 給 さ れ る 。 図 示
例 の 水 補 給 部 ６ は 、 収 集 面 １ ９ で 収 集 さ れ た 雨 水 を 、 タ ン ク ２ ０ を 経 由 し た 後 、 発 酵 機 ５
内 に 配 設 さ れ た 滴 下 配 管 ２ １ に 供 給 し て 、 植 物 廃 棄 物 ２ に 滴 下 す る 。
な お 、 タ ン ク ２ ０ と 滴 下 配 管 ２ １ 間 に は 、 調 整 バ ル ブ ２ ２ が 介 装 さ れ て お り 、 滴 下 ， 供 給
さ れ る 雨 水 が 過 剰 と な ら な い よ う に 、 流 量 が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
さ て そ こ で 、 こ の 植 物 廃 棄 物 ２ の 処 理 装 置 １ に あ っ て は 、 次 の ▲ ５ ▼ ， ▲ ６ ▼ ， ▲ ７ ▼ ，
▲ ８ ▼ ， ▲ ９ ▼ の よ う に な る 。
▲ ５ ▼ ま ず 、 植 物 廃 棄 物 ２ を 発 酵 ， 分 解 さ せ る 微 生 物 、 特 に 好 気 性 微 生 物 は 、 そ の 十 分 な
生 育 ， 活 動 ， 増 殖 に と っ て 、 酸 素 ， 温 度 ， 水 分 （ 湿 度 ） ， 栄 養 の 諸 条 件 が 、 好 適 に 整 っ て
い る こ と が 必 要 で あ る 。
そ し て 栄 養 分 は 、 植 物 廃 棄 物 ２ 自 体 か ら 供 給 さ れ 、 も っ て 、 発 酵 に 必 要 な 栄 養 条 件 は 満 た
さ れ る 。
次 に 、 こ の 種 微 生 物 の 呼 吸 に 必 要 十 分 な 酸 素 に つ い て は 、 → 風 車 部 ３ に て 回 転 力 が 得 ら れ
て い る 限 り 、 → 発 酵 機 ５ の フ ィ ン １ ８ が 自 動 的 に 駆 動 さ れ て 、 → 細 か く 破 砕 さ れ た 植 物 廃
棄 物 ２ を 攪 拌 す る こ と に よ り 、 → 空 気 つ ま り 酸 素 が 、 吹 き 込 ま れ ， 供 給 さ れ る よ う に な っ
て い る 。 → こ の よ う に し て 、 発 酵 に 必 要 な 酸 素 条 件 も 満 た さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
▲ ６ ▼ 又 、 発 酵 が 進 む と 、 → 発 酵 機 ５ 内 の 植 物 廃 棄 物 ２ の 温 度 は 、 例 え ば 春 か ら 秋 に か け
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て は ７ ０ ℃ 程 度 ま で 、 冬 場 で も ６ ０ ℃ 程 度 に ま で 上 昇 す る が 、 → こ の よ う な 発 酵 は 、 発 酵
機 ５ 内 で 、 し か も 断 熱 材 Ａ で 覆 わ れ た 状 態 で 行 わ れ る の で 、 → 発 酵 に 伴 い 上 昇 し た 温 度 が
、 外 気 温 が 下 が っ た 冬 場 で も そ の ま ま 維 持 さ れ る 。 → こ の よ う に し て 、 発 酵 に 必 要 な 温 度
条 件 が 満 た さ れ る 。
又 、 発 酵 機 ５ 内 の 植 物 廃 棄 物 ２ は 、 元 々 水 分 量 が 少 な く 、 → 更 に 、 発 酵 に 伴 な う 温 度 上 昇
に よ り 、 水 分 が 蒸 発 し て し ま う が 、 → 水 補 給 部 ６ に て 収 集 さ れ た 雨 水 が 、 発 酵 機 ５ 内 で 発
酵 中 の 植 物 廃 棄 物 ２ に 滴 下 さ れ る 等 、 水 補 給 部 ６ に て 水 が 補 給 さ れ 、 → も っ て 、 蒸 発 分 が
補 給 さ れ る 。 → こ の よ う に し て 、 発 酵 に 必 要 な 水 分 条 件 も 満 た さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う に 、 前 述 し た ▲ ５ ▼ の 酸 素 面 や 栄 養 面 に 加 え 、 こ の よ う に 上 述 し た ▲ ６ ▼ で 温 度
面 や 水 分 面 の 条 件 も 満 た さ れ る の で 、 発 酵 機 ５ 内 に お い て 、 発 酵 に 必 要 な 微 生 物 、 特 に 好
気 性 微 生 物 の 活 動 ， 増 殖 が 常 時 活 発 化 し 、 → も っ て 、 植 物 廃 棄 物 ２ の 発 酵 ， 分 解 が 促 進 さ
れ る 。
こ の よ う な 工 程 を 辿 る こ と に よ り 、 → 発 酵 機 ５ 内 に お い て 、 有 機 物 た る 植 物 廃 棄 物 ２ が 、
酵 素 的 に 分 解 さ れ て 、 発 酵 分 解 物 た る 堆 肥 と な る 。 → そ し て 、 発 酵 機 ５ 内 か ら 取 り 出 さ れ
、 肥 料 と し て 使 用 に 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
▲ ７ ▼ な お 、 前 述 し た よ う に 発 酵 機 ５ 内 の 植 物 廃 棄 物 ２ に は 、 フ ィ ン １ ８ に よ る 攪 拌 に よ
り 必 要 十 分 な 酸 素 が 供 給 さ れ る 。 → そ こ で 、 発 酵 機 ５ 内 に お い て 、 嫌 気 性 微 生 物 の 活 動 が
活 発 化 す る よ う な こ と は な く 、 そ の 活 動 は 低 く 抑 え 込 ま れ る の で 、 → 乳 酸 等 の 種 々 の 弊 害
を も た ら す 有 機 酸 の 生 成 も 、 抑 制 さ れ る 。
▲ ８ ▼ 又 同 様 に 、 発 酵 機 ５ 内 の 植 物 廃 棄 物 ２ に は 、 必 要 十 分 な 酸 素 が 供 給 さ れ る 。 → そ こ
で 、 前 段 階 の 破 砕 機 ４ に お い て 、 植 物 廃 棄 物 ２ を 自 体 の 通 気 性 が 乏 し く な る 程 度 ま で 細 か
く 破 砕 し て か ら 、 発 酵 機 ５ に 供 給 し て も 、 → 嫌 気 性 微 生 物 の 活 動 が 活 発 化 す る よ う な こ と
は な く 、 → も っ て 嫌 気 性 微 生 物 の 問 題 を ク リ ア ー し つ つ 、 結 果 的 に 粒 の 細 か い 堆 肥 を 供 給
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
▲ ９ ▼ し か も 、 こ の よ う な 植 物 廃 棄 物 ２ の 処 理 装 置 １ は 、 所 定 の 風 車 部 ３ ， 破 砕 機 ４ ， 発
酵 機 ５ ， 水 補 給 部 ６ 等 を 備 え て な る こ と に よ り 、 植 物 廃 棄 物 ２ を 人 手 に て 破 砕 機 ４ に 投 入
す る だ け で よ く 、 後 は 人 手 を 介 す る こ と な く 風 車 部 ３ に よ り 自 動 的 に 作 動 し て 、 植 物 廃 棄
物 ２ の 堆 肥 化 を 実 現 す る 。
又 、 水 補 給 部 ６ に よ る 水 の 補 給 も 、 例 え ば 雨 水 を 利 用 し 、 人 手 を 介 す る こ と な く 自 動 的 に
実 施 さ れ る 。 更 に 、 自 然 の 風 力 を 利 用 し た 風 車 部 ３ の 回 転 力 を 、 電 気 等 に 一 旦 変 換 す る こ
と も な く 、 そ の ま ま 駆 動 源 と し て な る 。
こ れ ら に よ り メ ン テ ナ ン ス の 頻 度 も 低 く 、 又 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン や 電 動 モ ー タ を 使 用 し
な い の で 、 発 電 機 ， バ ッ テ リ ー ， 商 用 電 源 ， 燃 料 油 等 も 不 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
《 そ の 他 》
な お 第 １ に 、 発 酵 促 進 に は 、 投 入 さ れ る 植 物 廃 棄 物 ２ の 炭 素 ／ 窒 素 比 （ Ｃ Ｎ 比 ） が 、 ３ ０
～ ５ ０ 程 度 が 好 適 で あ る 。
そ こ で 、 窒 素 成 分 が 比 較 的 多 い 刈 り 草 や 刈 り 芝 等 に つ い て は 、 炭 素 成 分 が 比 較 的 多 い 落 ち
葉 や 木 の 枝 等 を 加 え る こ と に よ り 、 処 理 装 置 １ に 投 入 さ れ る 植 物 廃 棄 物 ２ の 炭 素 ／ 窒 素 比
（ Ｃ Ｎ 比 ） を 調 整 し て お く と 、 発 酵 機 ５ 内 に お け る 発 酵 が 、 一 段 と 促 進 さ れ る 。 正 確 に は
、 こ れ ら の 元 素 分 析 に 基 づ き 、 混 合 比 を 調 整 し て お く と 良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
な お 第 ２ に 、 更 に 木 の 枝 等 は 、 セ ル ロ ー ス と リ グ ニ ン が 、 ヘ ミ セ ル ロ ー ス で 接 着 さ れ た 構
造 よ り な り 、 そ の ま ま で は 、 発 酵 し ず ら く 発 酵 に 不 利 で あ る 。
そ こ で 、 処 理 装 置 １ に 木 の 枝 等 、 上 述 し た 構 造 の 植 物 廃 棄 物 ２ を 投 入 す る 際 は 、 土 を 少 量
加 え る よ う に す る と 良 い 。 す な わ ち 、 土 壌 中 に 存 在 す る 放 線 菌 は 、 セ ル ロ ー ス と ヘ ミ セ ル
ロ ー ス を 分 解 す る 機 能 を 備 え て お り 、 こ れ を 加 え て お く と 、 発 酵 機 ５ に お け る 発 酵 が 一 段
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と 促 進 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
な お 第 ３ に 、 雨 水 を 利 用 し た 水 補 給 部 ６ は 、 図 示 例 で は 、 収 集 面 １ ９ か ら の 雨 水 を 、 す べ
て タ ン ク ２ ０ を 経 由 し て 滴 下 配 管 ２ １ へ と 供 給 す る 方 式 よ り な っ て い た が 、 水 補 給 部 ６ は
、 こ の よ う な 方 式 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
例 え ば 、 収 集 面 １ ９ か ら の 雨 水 を 調 整 バ ル ブ ２ ２ を 介 し つ つ 、 常 時 は 直 接 、 滴 下 配 管 ２ １
へ と 供 給 す る と 共 に 、 調 整 バ ル ブ ２ ２ の 上 流 に て オ ー バ ー フ ロ ー し た 雨 水 を 、 タ ン ク ２ ０
に 流 下 ， 貯 蔵 せ し め て お く 。
そ し て 、 雨 の 少 な い 時 期 等 必 要 に 応 じ 、 タ ン ク ２ ０ に 貯 蔵 さ れ て い た 雨 水 を 、 風 車 部 ３ に
て 駆 動 さ れ る ポ ン プ に て 汲 み 上 げ て 、 調 整 バ ル ブ ２ ２ を 介 し つ つ 滴 下 配 管 ２ １ へ と 供 給 す
る 。 図 示 例 に よ ら ず 、 例 え ば こ の よ う な 方 式 の 雨 水 を 利 用 し た 水 補 給 部 ６ も 、 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
《 本 発 明 の 特 徴 》
本 発 明 に 係 る 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 は 、 以 上 説 明 し た よ う に 、 風 車 部 ， 破 砕 機 ， 発 酵 機 ，
水 補 給 部 等 を 備 え て な り 、 風 力 を 利 用 し て 植 物 廃 棄 物 を 破 砕 ， 攪 拌 す る と 共 に 、 雨 水 等 を
利 用 し て 水 を 補 給 す る シ ス テ ム を 採 用 し た こ と 、 を 特 徴 と す る 。
も っ て 本 発 明 は 、 次 の 各 効 果 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
《 第 １ の 効 果 》
第 １ に 、 酸 素 が 十 分 に 供 給 さ れ て 、 植 物 廃 棄 物 の 発 酵 ， 分 解 ， 堆 肥 化 が 促 進 さ れ る 。
す な わ ち 、 本 発 明 の 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 で は 、 発 酵 機 の フ ィ ン が 植 物 廃 棄 物 を 攪 拌 す る
こ と に よ り 、 十 分 な 酸 素 が 供 給 さ れ 、 微 生 物 の 活 動 ， 増 殖 が 活 発 化 す る 。 も っ て 、 植 物 廃
棄 物 の 発 酵 ， 分 解 が 促 進 さ れ 、 例 え ば １ 次 発 酵 だ と ２ ４ 時 間 程 度 と 、 前 述 し た こ の 種 従 来
例 の 堆 肥 化 方 式 に 比 べ 、 堆 肥 化 の 時 間 ・ 日 数 が 大 幅 に 短 縮 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
《 第 ２ の 効 果 》
第 ２ に 、 温 度 維 持 や 水 分 補 給 も 十 分 に 行 わ れ 、 こ の 面 か ら も 、 植 物 廃 棄 物 の 発 酵 ， 分 解 ，
堆 肥 化 が 促 進 さ れ る 。
す な わ ち 、 本 発 明 の 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 で は 、 断 熱 材 付 の 発 酵 機 内 で 発 酵 が 行 わ れ る の
で 、 上 昇 し た 温 度 が 維 持 さ れ る と 共 に 、 水 補 給 部 に て 雨 水 等 が 植 物 廃 棄 物 に 滴 下 さ れ る の
で 、 温 度 上 昇 に よ る 蒸 発 分 が 補 給 さ れ る 。
そ こ で 、 こ れ ら の 面 か ら も 微 生 物 の 活 動 ， 増 殖 が 常 に 活 発 で あ り 、 発 酵 ， 分 解 が 促 進 さ れ
て 、 こ の 種 従 来 例 の 堆 肥 方 式 に 比 べ 、 早 い 堆 肥 化 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
《 第 ３ の 効 果 》
第 ３ に 、 悪 臭 や 土 壌 汚 染 も 解 消 さ れ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 で は 、
前 述 し た よ う に 十 分 な 酵 素 が 発 酵 機 に 供 給 さ れ る の で 、 こ の 種 従 来 例 の 堆 肥 化 方 式 の よ う
に 、 嫌 気 性 微 生 物 の 活 動 が 活 発 化 す る こ と は な い 。
そ こ で 、 有 機 酸 の 生 成 も 抑 制 さ れ 、 臭 気 （ ゴ ミ 臭 ） や 農 作 物 へ の 悪 影 響 は 回 避 さ れ 、 こ れ
ら へ の 対 策 を 講 じ る 必 要 も な く な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
《 第 ４ の 効 果 》
第 ４ に 、 粒 の 細 か い 堆 肥 も 供 給 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 で
は 、 破 砕 機 に て 植 物 廃 棄 物 を 細 か く 破 砕 し て も 、 発 酵 機 の フ ィ ン に て 酸 素 を 十 分 に 供 給 で
き 、 嫌 気 性 微 生 物 の 活 動 を 抑 制 で き る 。
そ こ で 、 こ の 種 従 来 例 の 堆 肥 化 方 式 の よ う に 、 通 気 性 を 確 保 し て 嫌 気 性 微 生 物 の 活 動 を 抑
制 す る た め 、 大 き 目 に 破 砕 す る 必 要 は な く 、 粒 の 細 か い 堆 肥 を 供 給 で き 、 不 具 合 ・ 苦 情 な
く 堆 肥 と し て 使 用 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 ゴ ル フ 場 の フ ェ ア ウ ェ イ に 散 布 し た 場 合 は 、 芝 目
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に 容 易 に 入 り 込 み 、 見 た 目 も き れ い で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
《 第 ５ の 効 果 》
第 ５ に 、 人 手 ， メ ン テ ナ ン ス ， 電 源 ， 燃 料 等 が 不 要 で 、 コ ス ト 面 等 に 優 れ て い る 。
す な わ ち 、 本 発 明 の 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 は 、 こ の 種 従 来 例 の 堆 肥 化 方 式 の よ う に 、 各 工
程 毎 に 人 手 を 必 要 と す る こ と が な く 、 植 物 廃 棄 物 を 破 砕 機 に 投 入 し た 後 は 、 自 然 の 風 任 か
せ や 雨 任 か せ で 作 動 す る 。 も っ て 、 人 的 コ ス ト が 大 幅 に 軽 減 さ せ る 。
又 、 風 車 部 を 駆 動 源 と し て お り 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン や 電 動 モ ー タ を 使 用 せ ず 、 発 電 機 ，
バ ッ テ リ ー ， 電 源 線 ， 燃 料 油 等 も 必 要 と し な い 。 水 補 給 部 は 、 雨 水 等 を 利 用 し て い る 。 も
っ て 、 設 備 コ ス ト が 軽 減 さ れ る と 共 に 、 用 益 コ ス ト も 不 用 で あ り 、 メ ン テ ナ ン ス の 頻 度 も
低 い 。 更 に 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン を 使 用 し な い の で 、 騒 音 問 題 や 排 気 ガ ス 問 題 も 発 生 し な
い 。
こ の よ う に 、 こ の 種 従 来 例 に 存 し た 課 題 が す べ て 解 決 さ れ る 等 、 本 発 明 の 発 揮 す る 効 果 は
、 顕 著 に し て 大 な る も の が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 植 物 廃 棄 物 の 処 理 装 置 に つ い て 、 発 明 の 実 施 の 形 態 の 説 明 に 供 し 、
正 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 発 明 の 実 施 の 形 態 の 説 明 に 供 し 、 側 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 処 理 装 置
２ 　 植 物 廃 棄 物
３ 　 風 車 部
４ 　 破 砕 機
５ 　 発 酵 機
６ 　 水 補 給 部
７ 　 プ ロ ペ ラ
８ 　 横 シ ャ フ ト
９ 　 縦 シ ャ フ ト
１ ０ 　 か さ 歯 車
１ １ 　 ハ ブ
１ ２ 　 破 砕 ロ ー ラ ー
１ ３ 　 シ ャ フ ト
１ ４ 　 ナ セ ル
１ ５ 　 支 柱
１ ６ 　 尾 翼
１ ７ 　 ベ ア リ ン グ
１ ８ 　 フ ィ ン
１ ９ 　 収 集 面
２ ０ 　 タ ン ク
２ １ 　 滴 下 配 管
２ ２ 　 調 整 バ ル ブ
２ ３ 　 金 網
２ ４ 　 樋
２ ５ 　 供 給 配 管
２ ６ 　 排 水 管
２ ７ 　 基 台 フ レ ー ム
Ａ 　 断 熱 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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